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和牛子牛市場の相場は、牛肉消費と密接に関係しています。
贈答需要や長期休暇等が重なる年末年始・お盆前後やGW等は、一般的に牛

肉の需要期であり、子牛市場においても需要期と捉えられます。
需要が高まる時期に、しっかりと高品質の商品を提供出来ているか、今一度

確認してみましょう。

彼を知り己を知れば百戦あやうからず

１ 子牛市場（去勢）の動向を把握しよう

数年にわたり上昇トレンドが
続いていたH25～H27と、下降
トレンドが続いているR４～R6
の中央市場（去勢）平均価格及
び上場頭数の推移を示しました
（図１、図２）。

販売価格は、年により変動が
あるものの、春と夏、そして年
末にかけてピークがあることが
見て取れます。

上場頭数は３～６月（初夏～
夏生まれ）がピーク、逆に８～
10月（秋～初冬生まれ）はピー
ク水準から100頭程度少なくな
る（２割減）傾向がありました。
５～６月は、牛肉需要が落ち

着く一方で上場頭数が多いため、
より相場は下がりやすくなると
思われます。

※取引価格には消費のトレンドや経済状況等多くの要因が複雑に関
係するため、「毎年必ずそうなる」という訳ではありません

図１ 去勢子牛の中央市場平均価格及び上場頭数の推移(H25～H27)

図２ 去勢子牛の中央市場平均価格及び上場頭数の推移(R3～R6)

なお、令和５年の家計消費動
向調査によると、依然として節
約志向が強く、和牛の需給は緩
和状態。牛肉から豚・鶏肉への
需要シフトが継続しています。
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２ 上場子牛（去勢）の発育を確認しよう

去勢子牛の上場時の増体（DG）を生まれた月に着目して分析すると、「８～
10月生まれ（５～７月上場）」は比較的発育が良い牛が多く（DG1.0未満上
場率が低い）、「12～４月生まれ（９～１月上場）」は比較的小さい牛が多い
（DG1.0未満上場率が高い）という差があることが分かりました。
特に、２～３月生まれの子牛は年末に向けての需要期に販売する子牛となりま

すが、DG1.0未満上場率が28％を超える年もあり、上場牛の品質の不均一さが示
されました。

２～３月は厳寒期と重なり、哺乳子牛が体調を崩しやすい時期でもあります。
販売機会を逃さないよう、寒冷対策やワクチン接種等、小さなことからコツコ
ツと改善に取組み、高値販売を目指しましょう！

上場された去勢牛
の４分の１がDG1.0

㎏/日未満

※DG1.0未満
＝280日齢で280kg未満
（体重が、日齢kg未満）

図３ 生まれ月別のDG1.0未満去勢子牛の上場割合（中央市場）

11～12月上場

（生まれ月）


